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長い間、お疲れ様でした。
８月から世代交代し、再スタート！



新
し
い
ル
ー
ト
で
８
月
か
ら
運
行

福
祉
バ
ス
が
、
便
利
で
安
全
に

８
月
１
日
か
ら
福
祉
バ
ス
を
、

全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
！

安
全
に
安
心
し
て
市
内
を
移
動

お
出
掛
け
が
も
っ
と
気
軽
に
！

３
つ
の
ル
ー
ト
で
運
行
！

目
的
地
ま
で
の
時
間
が
短
縮

気
に
な
る
デ
ザ
イ
ン
は

機
能
的
で
カ
ワ
イ
イ
！

８
月
１
日
か
ら
福
祉
バ
ス
を
、

全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
！

安
全
に
安
心
し
て
市
内
を
移
動

お
出
掛
け
が
も
っ
と
気
軽
に
！

３
つ
の
ル
ー
ト
で
運
行
！

目
的
地
ま
で
の
時
間
が
短
縮

　
市
で
は
、
急
速
に
進
む
高
齢
化
に
対

応
す
る
た
め
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
医
療
・

介
護
・
生
活
支
援
等
を
包
括
的
に
継
続

的
に
提
供
す
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
生
活
支
援

の
一
部
と
し
て
福
祉
バ
ス
の
運
行
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
度
、
８
月

１
日
か
ら
生
ま
れ
変
わ
る
福
祉
バ
ス
は
、

皆
さ
ん
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
て
、
停
留
所
の
追
加
や
増
便
、

ル
ー
ト
分
け
等
を
行
う
こ
と
で
利
用
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

　
ル
ー
ト
ご
と
に
バ
ス
や
停
留
所
の
表

示
等
を
色
分
け
す
る
こ
と
で
、
ひ
と
目

で
わ
か
る
の
も
特
徴
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
域
を
さ
ら
に
３
つ

の
ル
ー
ト
に
分
け
る
こ
と
で
、
ふ
れ
あ

い
ゾ
ー
ン
や
市
役
所
な
ど
の
施
設
へ
の

移
動
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
別
ル
ー
ト
へ
乗
り
継
ぎ
希
望

の
場
合
は
、
市
役
所
で
い
ず
れ
の
ル
ー

ト
に
も
乗
車
可
能
で
す
。
全
て
の
バ
ス

が
１
時
間
に
１
度
市
役
所
に
集
結
す
る

の
で
乗
り
換
え
も
簡
単
で
す
。

気
に
な
る
デ
ザ
イ
ン
は

機
能
的
で
カ
ワ
イ
イ
！

　
市
内
を
３
つ
の
ル
ー
ト
に
分
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ザ
イ
ン
を
色

分
け
す
る
こ
と
で
わ
か
り
や
す
く
、

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
バ
ス
の
配
色
に
も
ル
ー
ト
の

表
示
と
同
じ
カ
ラ
ー
が
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
描
か
れ
て
い
る
イ
ラ
ス

ト
は
、
各
地
区
の
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ

て
い
る
要
素
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
に
よ
り
車
の
運
転
に
不
安
を
抱

え
て
外
出
が
減
っ
た
方
に
と
っ
て
も
、

バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
も
っ
と
気

軽
に
お
出
掛
け
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
市
役
所
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
・
ア
プ
ラ
た
か
い
し
の
ほ
か
日
常
の

お
買
い
物
や
通
院
等
に
も
利
用
で
き
、

安
全
・
安
心
に
市
内
を
移
動
で
き
ま
す
。

　
新
し
く
な
る
福
祉
バ
ス
の
特
長
を
詳

し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

安全で安心
なお出掛け

に！

〈ここがスゴイ〉

●他のルートへ
　乗り継ぎ OK
　なので市内全
　域移動可能！

●土曜日も全ルート運行

●停留所を13カ所追加

●5便→７便に増便

〈 基 本 情 報 〉

月～土曜日（祝・休
日及び年末年始を除
く。ただし敬老の日
は運行します。）

60 歳以上の方、障
がいをお持ちの方や
介添者、妊婦、乳幼
児を連れた方

●運行曜日

●対象

とろしプラザ

菊寿苑

市役所

瑞松苑

※各イラストは、新たに導入されるバスのイメージ

●らくらく号 はごろも
　地名の由来にもなったと言
われている「羽衣の松」や天
女が持つとされる羽衣が描か
れたエレガントな装い。

●らくらく号 とりいし
　巨木伝説として語り継がれ
ている大きな木のイラストを
あしらっていて、歴史を感じ
させられる装い。

●らくらく号 たかいし
　シーサイドフェスティバル
の花火や工場夜景を基調とし
たデザインで、高石がもつロ
マンチックな装い。
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〈らくらく号とは！？〉
　高齢者・障がい者などの利便性を高めるために導
入されたノンステップ型バス。公募により市内在住
の佐々木和徳さんの「らくらく号」が愛称として採
用されました。この愛称には、誰もが “らく” に市
内を移動してほしいとの思いが込められています。
平成 19 年 4 月から、「ふれあい号」と併せて市内
循環型の福祉バスとして 2台体制で運行を開始。

10

13 とろしプラザ

菊寿苑

市役所

瑞松苑

とろしプラザ

菊寿苑

市役所

パンセ羽衣（慶翠苑）パンセ羽衣（慶翠苑）

瑞松苑

問
合
先
　
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

　
　
　
　
☎（
275
）６
２
９
３

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
涯
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
！
　
〜
地
域
包
括
ケ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
〜

新・ルートMAP !

はごろもルート
とりいしルート
たかいしルート

中央公民館中央公民館中央公民館

高石警察署高石警察署

高石消防署高石消防署

ライフケアセンターライフケアセンター

アプラたかいしアプラたかいしアプラたかいし

【マップの見方】
各停留所は、番号で表記
しています。バスの発車
時刻等詳しくは、次の
ページで確認できます。
▼ルートの色分け

ふれあいゾーンふれあいゾーンふれあいゾーン
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新・時刻表

第 1便
市　役　所
大 歳 公 園
取石南こども園
取石中央公園
菊　寿　苑
富木北交差点
富木自治会集会所
富 木 駅 東

西取石府営住宅集会所
高石消防署
加茂幼稚園
アプラたかいし
ふれあいゾーン

9：00
9：08
9：12
9：14
9：16
9：18
9：20
9：22
9：27
9：29
9：30
9：38
9：43

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

第 1便
市　役　所
中央公民館
アプラたかいし
高石斎場西
瑞　松　苑
高 陽 公 園
千代田郵便局
綾園 7丁目西
センペル公園
ふれあいゾーン
大園自治会館
花 田 公 園
清高小学校

9：00
9：04
9：09
9：17
9：19
9：21
9：22
9：24
9：27
9：31
9：33
9：37
9：40

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

・市役所を出発してから市役所に到着する所要時間は約 46分です。

・市役所を出発してから市役所に到着する所要時間は約 48分です。

第 1便
市　役　所
加茂幼稚園
小池公園東
北 幼 稚 園
八 幡 公 園
羽 衣 学 園
慶　翠　苑
高石警察署

ライフケアセンター
旧市立体育館
高石斎場東
ふれあいゾーン
アプラたかいし

9：00
9：02
9：05
9：06
9：08
9：11
9：18
9：19
9：24
9：25
9：26
9：33
9：38

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

はごろも
ルート ・市役所を出発してから市役所に到着する所要時間は約 46分です。

・各停留所には、第 1便以降毎時同分にバスが発車します。
・９時～16時（12時を除く）までの計 7便が 1日に運行します。

・各停留所には、第 1便以降毎時同分にバスが発車します。

・９時～16時（12時を除く）までの計 7便が 1日に運行します。

・各停留所には、第 1便以降毎時同分にバスが発車します。
・９時～16時（12時を除く）までの計 7便が 1日に運行します。

たかいし
ルート

停留所はこち
らの看板を目
印に、ご利用
ください。

停留所はこち
らの看板を目
印に、ご利用
ください。

停留所はこち
らの看板を目
印に、ご利用
ください。

とりいし
ルート

※イラストは新たに導入する停留所のイメージ

※イラストは新たに導入する停留所のイメージ

※イラストは新たに導入する停留所のイメージ
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お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

▔国
民
健
康
保
険

８
月
１
日
か
ら�

高
齢
受
給
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
70
歳
〜
74

歳
の
方
に
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
７

月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
現
在
お
持
ち
の

高
齢
受
給
者
証
は
７
月
末
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
８
月
以
降
は
新
し
い
高

齢
受
給
者
証
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
受
給
者
証
は
、
毎
年
８
月
１
日
を

基
準
に
、
70
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
方
に
つ
い
て
、
同
一
世
帯
の

住
民
税
課
税
所
得
に
応
じ
て
、
負
担
割
合

を
２
割
ま
た
は
３
割
と
判
定
し
、
有
効
期

限
を
更
新
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
昭
和
19

年
4
月
1
日
以
前
生
ま
れ
の
方
に
つ
い
て

は
、
国
の
特
例
措
置
の
対
象
と
な
る
た
め

負
担
割
合
が
1
割
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

▼
新
た
に
70
歳
に
な
る
方
へ

　
新
た
に
70
歳
に
な
る
方
は
、
誕
生
月
の

翌
月
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か

ら
高
齢
受
給
者
証
の
適
用
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
高
齢
受
給
者
証
を
誕
生
月
下
旬

（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
前
月
下

旬
）
に
お
送
り
し
ま
す
。
医
療
機
関
で
は

保
険
証
と
高
齢
受
給
者
証
の
両
方
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
７
４

保
険
料
は
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
天

引
き
）
さ
れ
ま
す

　
次
の
す
べ
て
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
、

保
険
料
は
世
帯
主
の
対
象
年
金
か
ら
特
別

徴
収
（
天
引
き
）
さ
れ
ま
す
。

＊
世
帯
主
が
国
保
被
保
険
者

＊
世
帯
の
国
保
加
入
者
全
員
が
65
歳
以
上

＊�

世
帯
主
の
特
別
徴
収
対
象
年
金
額
が
、

18
万
円
以
上
で
、
特
別
徴
収
額
と
介
護

保
険
料
の
合
計
額
が
対
象
年
金
額
の
２

分
の
１
を
超
え
な
い
場
合

　
な
お
、
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
方
は

７
月
本
算
定
時
の
通
知
書
に
記
載
し
て
い

ま
す
。

※
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
は
、
申
し
出
に

よ
り
、
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
７
４

▔後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
す

　
８
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
が
桃
色
に
変
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
７
月
下
旬
ま

で
に
簡
易
書
留
で
送
付
し
ま
す
。
有
効
期

限
は
平
成
30
年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証

（
薄
緑
色
）
の
有
効
期
限
は
、
７
月
末
日

と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
後
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
し
い
被
保
険
者
証
（
桃
色
）

は
、
お
手
元
に
届
い
た
と
き
か
ら
使
用
で

き
ま
す
。

※
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
被
保
険
者
証
は
、

破
棄
し
て
い
た
だ
く
か
、
担
当
窓
口
へ
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
９
２

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
の
更
新

　
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
認
定
証
は
、

医
療
機
関
に
入
院
や
通
院
し
た
際
に
窓
口

で
提
示
す
る
と
、
医
療
費
、
食
事
代
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
も
の
で
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
（
低
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ
）
に
属
す
る
被

保
険
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
交
付
さ
れ
て
い
る
認
定
証
の
有

効
期
間
は
７
月
末
日
ま
で
で
す
。
引
き
続

き
８
月
１
日
か
ら
有
効
と
な
る
減
額
認
定

証
は
、
７
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
健
幸
づ
く

り
課
健
康
保
険
係
か
ら
発
送
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
交
付
を
受
け
て
い
な

か
っ
た
方
で
、
対
象
と
な
り
交
付
を
希
望

す
る
場
合
、
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
９
２

市 役 所 か ら の  
お 知 ら せ
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の�

簡
易
申
告
制
度

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
賦
課

決
定
や
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

判
定
の
た
め
に
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
に
所
得
額
（
所
得
額
が
「
０
円
」
の

場
合
も
含
む
）
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は

健
幸
づ
く
り
課
☎（
275
）６
３
９
２
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
決
定
（
本
算
定
）

　
平
成
29
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
決
定
（
本
算
定
）
に
伴
い
、
被
保
険

者
の
皆
さ
ん
に
保
険
料
額
決
定
通
知
書
及

び
納
入
通
知
書
（
一
体
型
）
を
７
月
中
旬

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
の
納
入
方
法
は
、
「
年
金
か
ら

の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
」
と
、
納
付
書

や
口
座
振
替
等
で
納
め
て
い
た
だ
く
「
普

通
徴
収
」
の
２
通
り
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
年
度
途
中
に
被
保
険
者
と
な
っ

た
方
は
、
資
格
を
取
得
し
た
月
か
ら
月
割

で
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
特
別
徴
収

　
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
受
給
者
は
、

毎
年
度
４
月
か
ら
年
６
回
の
年
金
支
給
の

際
、
保
険
料
を
天
引
き
で
お
支
払
い
い
た

だ
き
ま
す
。
な
お
、
年
金
額
が
年
額
18
万

円
以
上
で
あ
っ
て
も
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
と
介
護
保
険
料
の
合
算
額
が
、
対
象

と
な
る
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え

る
方
や
そ
の
他
の
事
情
の
あ
る
方
は
、
普

通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

※
特
別
徴
収
は
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
通
帳
・

届
出
印
・
被
保
険
者
証
を
持
参
の
う
え
、

健
幸
づ
く
り
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
普
通
徴
収

　
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
は
、

７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
９
期
割
り
で

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
９
２

▔介
護
保
険

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の�

�

基
準
が
変
わ
り
ま
す

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に
支

払
っ
て
い
た
だ
く
利
用
者
負
担
に
は
月
々

の
負
担
上
限
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

保 険 料

対 象 者

年金受給額

全額を免除

全額免除

申請者、配偶者及び世
帯主のそれぞれの前年
所得が一定額以下の方

納付を猶予

納付猶予
（50歳未満）

年金額には反映しません

申請者及び配偶者のそ
れぞれの前年所得が一
定額以下の方

対象期間 平成29年 7月分～平成30年 6月分の保険料

受給資格 年金を受けるための受給資格期間に算入されます

全額の保険料を納めた
場合と比べて８分の５
の金額

全額の保険料を納めた
場合と比べて２分の１
の金額

申請者、配偶者及び世
帯主のそれぞれの前年
所得が一定額以下の方

４分の３免除

保険料の４分の３の
金額を免除

全額の保険料を納めた
場合と比べて８分の６
の金額

申請者、配偶者及び世
帯主のそれぞれの前年
所得が一定額以下の方

半額免除

保険料の半額を免除

全額の保険料を納めた
場合と比べて８分の７
の金額

申請者、配偶者及び世
帯主のそれぞれの前年
所得が一定額以下の方

４分の１免除

保険料の４分の１の
金額を免除

　平成29年度（平成29年７月～30年６月）の免除・納付猶予を希望される方
は、市役所の国民年金窓口で手続きを行ってください。日本年金機構にお
いて前年の所得などを審査した後、結果を通知します。
　前年の所得の申告をされていない場合は、審査不能で却下になることが
あります。なお、すでに納付された期間は、免除の対象とはなりません。

※４分の３・半額・４分の１免除は、それぞれ免除された保険料の残額を納めなければ免除期間とはなりません。

納付が困難な場合は、ご利用ください

保険料の免除・納付猶予制度

問合先　市民課☎（275）6241

①年金手帳 ②印鑑 ③平成28年１月１
日以降に失業した方は、雇用保険被保
険者離職票・雇用保険受給資格者証・
離職者支援資金の貸付決定通知書、上
記書類に準ずる公的機関の証明のうち
いずれか１つ

■手続きに必要なもの国民
年金

※平成29年１月２日以降に転入された方（本人・
配偶者・世帯主）は、１月１日現在の居住市町村の
所得証明書または非課税証明書が必要です。
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お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
は
、
１
か
月
に
支

払
っ
た
利
用
者
負
担
の
合
計
が
負
担
の
上

限
を
超
え
た
と
き
、
超
え
た
分
が
払
い
戻

さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
平
成
29
年
８
月
か
ら
、
世
帯
の
ど
な
た

か
が
市
区
町
村
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る
場

合
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
負
担
の
上

限
額
（
月
額
）
が
３
万
７
２
０
０
円
か
ら

４
万
４
４
０
０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

※
同
じ
世
帯
の
全
て
の
65
歳
以
上
の
方

（
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
方
を
含

む
）
の
利
用
者
負
担
割
合
が
１
割
の
世
帯

は
、
今
後
３
年
間
、
年
額
44
万
６
４
０
０

円
の
上
限
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

健
幸
づ
く
り
課
☎（
275
）６
３
２
９
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
（
本
算

定
）
を
送
付
し
ま
す

　
介
護
保
険
料
は
、
平
成
29
年
４
月
１
日

現
在
の
世
帯
構
成
と
平
成
28
年
中
の
所
得

金
額
に
応
じ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。
保
険

料
と
支
払
い
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
特
別
徴
収

　
老
齢
・
退
職
・
遺
族
・
障
害
年
金
（
老

齢
福
祉
年
金
は
除
く
）
を
月
額
１
万
５
千

円
以
上
受
給
し
て
い
る
65
歳
以
上
の
方
は
、

保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　
７
月
に
年
間
保
険
料
が
決
定
し
、
仮
徴

収
期
間
（
４
・
６
・
８
月
）
の
保
険
料
を

差
し
引
い
た
額
が
10
月
以
降
の
保
険
料
と

な
り
ま
す
。

▼
普
通
徴
収

　
特
別
徴
収
以
外
の
方
は
納
付
書
や
口
座

振
替
等
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
７
月
に
年
間
保
険
料
が
決
定
し
、
仮
徴

収
期
間
（
４
・
５
・
６
月
）
の
保
険
料
を

差
し
引
い
た
額
を
本
徴
収
期
間
（
７
月

〜
翌
年
３
月
）
で
徴
収
し
ま
す
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
２
９

▔各
種

年
金
請
求
書
の�

手
続
き
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
の
に
必
要

な
期
間
が
「
25
年
」
か
ら
「
10
年
」
に
短

縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
年

金
機
構
で
は
、
対
象
者
に
黄
色
の
封
筒
で

ご
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。　
請
求
手

続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、「
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６

５
」
で
電
話
予
約
し
、
年
金
事
務
所
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

旧市民会館・図書館の
活用方針を策定しました

応募アイデアから考える未来

　旧市民会館・図書館の再活用を図るべく、
一般・事業者からアイデアを募集し、検討委
員会で議論した結果、次のとおり活用方針を
策定しましたのでその概要をお知らせします。
問合先　総合政策課 ☎（275）6138

［一般向けアイデア募集…52件］
・体験施設・交流施設・イベントの開催など集客のための
アイデア・スポーツ関連・温泉・スーパー銭湯・野外ライ
ブ用簡易舞台　ほか

［事業者向けアイデア募集…10件］
・健康プログラムやスポーツチームの拠点・飲食店・英語
留学体験施設・温浴施設　ほか

①アートシティとしての未来
②スポーツシティとしての未来
③健幸のまちとしての未来
④インターナショナルシティとしての未来
⑤夜景と海のまちとしての未来

今後の進め方

　旧市民会館・図書館については、多様で魅力的な未
来が構想されるアイデアをご応募いただきましたが、
独立採算の事業を行う民間事業者に活用いただくこと
を想定しています。ご応募いただいたアイデアを踏ま
えながら、収益性やその前提となる集客性に関して、
改めて民間事業者を対象にサウンディング型市場調査
を行い、具体的な事業としていくためのご意見・ご提
案の収集を進めていきます。

応募アイデアの状況

旧市民会館

※活用方針は事業を具体化していくに当たっての一定
　の方向付けを行うために策定したものであり、具体
　的な活用内容について決定したものではありません。
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

旧図書館
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高
石
霊
園
墓
地
の�

区
画
調
査
等
を
行
い
ま
す

　
高
石
霊
園
内
の
墓
地
の
適
切
な
維
持
管

理
・
運
営
の
た
め
、
墓
地
区
画
や
使
用
者

等
の
調
査
・
確
認
を
行
い
、
墓
地
台
帳
を

整
備
し
ま
す
。

　
調
査
は
、
お
盆
に
調
査
員
に
よ
る
調
査

票
の
配
布
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
調
査
に
際
し
て
墓
地
区
画
の
巻

石
等
に
番
号
札
の
貼
付
な
ど
を
行
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
先　
高
石
市
泉
大
津
市
墓
地
組
合

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
４
７
３

国
民
年
金
基
金
を
ご
存
知
で
す
か

　
国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
者
な
ど
の

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
方
々
が
よ

り
豊
か
な
老
後
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
国
民
年
金
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

国
民
年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
）
の
上
乗
せ

と
し
て
老
後
の
所
得
保
障
の
役
割
を
果
た

す
た
め
の
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　
掛
金
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
、
所
得
税
や
住
民
税
が
軽
減
さ

れ
、
将
来
受
け
取
る
年
金
に
も
公
的
年
金

等
控
除
が
適
用
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

　
加
入
対
象
者
は
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
ま
た
は
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
や
海
外
に
居
住
さ

れ
て
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
る
方

で
す
。
た
だ
し
、
同
基
金
に
加
入
中
の
方

は
、
60
歳
に
な
る
と
加
入
資
格
が
喪
失
す

る
の
で
、
引
き
続
き
加
入
し
た
い
方
は
、

改
め
て
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
国

民
年
金
の
付
加
年
金
・
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
を
免
除
（
一
部
免
除
・
学
生
納
付

特
例
・
若
年
者
納
付
猶
予
を
含
む
）
さ
れ

て
い
る
人
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
先　
府
国
民
年
金
基
金
☎
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
０
１
２
０（
６
５
）４
１
９
２

水
道
関
連
の
悪
質
商
法
に
ご
注
意
を

　
上
下
水
道
課
の
職
員
を
装
っ
た
り
、上

下
水
道
課
か
ら
の
指
示
だ
と
偽
っ
て
、浄

水
器
等
を
売
り
つ
け
た
り
、点
検
等
の
名

目
で
代
金
を
請
求
す
る
悪
質
商
法
が
増
え

て
い
ま
す
。上
下
水
道
課
で
は
、水
道
器
具

の
販
売
や
点
検
、管
の
洗
浄
作
業
等
で
代

金
を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。上

水
道
に
関
す
る
こ
と
で
訪
問
者
が
あ
っ
た

弾道ミサイル落下時の
行動について

　弾道ミサイルは、発射からわ
ずか 10 分もしないうちに到達す
る可能性もあります。ミサイル
が日本に落下する可能性がある
場合は、国からの緊急情報を瞬
時に伝える「Jアラート」を活用
して、防災行政無線で特別なサ
イレン音とともにメッセージを
流すほか、緊急速報メール等に
より緊急情報をお知らせします。

・速やかな避難行動
・正確かつ迅速な情報収集
行政からの指示に従って、落ち
着いて行動してください。

Ｊアラートからのメッセージ（例）

Ｊアラートからのメッセージが流れたら落ち着いて！

屋外にいる場合

建物がない場合

屋内にいる場合

　直ちに避難。直ちに避難。直ちに頑丈な建物や地下に避
難してください。ミサイルが落下する可能性があります。
直ちに屋内に避難してください。

できる限り頑丈な建物や地下に避難する。
※地下街や地下駅舎などの地下施設

物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守る。

問合先　危機管理課 ☎（275）6245

窓から離れるか、窓のない部屋に移動する。

http://www.kokuminhogo.go.jp
スマートフォン・カメラ付き携帯電話用QRコード▲

内閣官房
国民保護ポータルサイト

詳しくはこちらをご覧ください。

をご覧ください。
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お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

場
合
、身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
、不
審

に
思
っ
た
時
は
上
下
水
道
課
☎（
275
）６
４

２
６
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
断
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
強
引
に

勧
誘
さ
れ
た
り
、悪
質
な
被
害
に
あ
っ
た

場
合
は
、高
石
警
察
署
☎（
265
）１
２
３
４

へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
水
の
水
質
検
査
結
果

※
平
成
29
年
５
月
採
水
分

※�

表
の
値
は
、
本
市
の
代
表
的
な
水
質
値

※�

基
準
値
は
、
水
道
法
に
定
め
る
値

※�㎎
／
ｌ
と
は
、
水
道
水
１
Ｌ
中
に
溶
け

て
い
る
物
質
の
重
さ

　
な
お
、
水
質
検
査
計
画
と
検
査
結
果
の

詳
細
は
、
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
及
び
上
下

水
道
課
の
窓
口
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
合
先　
上
下
水
道
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
４
２
６

有
料
普
通
ご
み
処
理
券
・
粗
大
ご
み

処
理
券
取
扱
所
の
指
定
解
除

　
次
の
事
業
所
に
つ
い
て
ご
み
処
理
券
取

扱
所
の
指
定
を
解
除
し
ま
し
た
。

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
高
石
綾
園
一
丁
目

店
［
綾
園
１
‐
４
‐
３
］

問
合
先　
生
活
環
境
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
６
６

カ
ラ
ス
に
よ
る
ご
み
の
被
害
を
防
ぐ

た
め
に

　
カ
ラ
ス
な
ど
に
よ
っ
て
ご
み
が
散
乱
す

る
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ご

み
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
次
の
対
策
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

対
策　
生
ゴ
ミ
を
減
ら
す
・
生
ゴ
ミ
が
外

か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
す
る
・
防
鳥
ネ
ッ

ト
や
ゴ
ミ
箱
を
使
う

問
合
先　
生
活
環
境
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
６
６

項　目
一 般 細 菌
大 腸 菌 群 
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素
鉄及びその化合物
マンガン及びその化合物
塩化物イオン
有機物（全有機炭素の量）
pH値
平均遊離残留塩素
味
臭　気
色　度
濁　度

1ml 中 100以下
検出されないこと
10mg/l 以下
0.3mg/l 以下
0.05mg/l 以下
200mg/l 以下
3mg/l 以下
5.8～8.6
0.1mg/l 以上
異常でないこと
異常でないこと
5度以下
2度以下

基 準 値
1
検出せず
0.69mg/l
0.01mg/l 未満
0.005mg/l 未満
18mg/l
0.7mg/l
7.56
0.5mg/l
異常なし
異常なし
0.5 度未満
0.1 度未満

検査結果値

　各自治会では会員の自主的
な協力のもと、生活環境の向
上と会員相互の親睦を深め、
明るく住みよい「まちづくり」
を推進しています。
　また、まちの美化や自主防
災活動の推進、防犯活動、防
犯灯の維持管理、レクリエー
ション事業、広報紙などの配
付、回覧や会報などによる情
報提供等、様々な活動を行っ
ています。

校区
阪口千代治

駒崎順次

江口弘伸

藤本睦朗

明石　進

土橋　登

第　一　区

二　　　区

高石綾園住宅

高　　　南

綾園７丁目

高石サンタウン

第　三　区
第　四　区
第　五　区
第　六　区
第　七　区
八　　　区

永山健二
川﨑紀夫
船留眞一
森　博英
関　正男
筆野忠志

土　　　生
新　　　家
富　　　木
富 木 府 住
富　之　里
富木南住宅
新 家 住 宅
取 石 住 宅
取 石 中 央
取石第一住宅
取 石 ３ 区
南　取　石
JR 富木社宅
大　　　歳

嶋田憲一
北川年郎
寺島　誠
譜久山誠
小谷哲夫
高松正代
中村洋一
東向郁子
金崎誠寛
大西義浩
嶋本和幸
登　勲男
速水正樹
大田光洋

綾　　　井
大　　　園
平 坂 荘 園
朝 日 荘 園
大　　　一
昭　和　園
高石スカイハイツ
西取石７丁目
コーポ綾園ふれあい

上田一雄
東野隆史
山路駒子
水本文宏
高松　明
二宮年春
佐治哲夫
藤田政明
髙島己和

第　11　区
第　12　区
第　13　区

西川健治
吉田和光
出口凱嗣

綾 井 住 宅
三 井 化 学
綾井南海住宅
西取石３丁目
自 由 ヶ 丘
伽羅橋荘苑
高石Ｄ地区

村上颯月
桑村浩樹
岩橋哲也
山野一夫
柴田正明
澤田　滋
仁科隆行

旭　ヶ　丘
第　九　区
第　十　区
第13区東羽衣
羽衣荘園地区
東羽衣荘苑

竹内愼一
西中　隆
原野昭夫
鈴木　保
福田泰久
植松　隆

平成 29 年度の

問合先　秘書課広報・
　　　　市民活動推進係
　　　　☎（275）6082 （敬称略・順不同）

地区自治会長が
決まりました。

高陽 校区加茂 校区羽衣

校区清高

校区取石

校区高石 校区東羽衣

《連合自治会の役職》
会　  長　藤田政明
副 会 長　森　博英
副 会 長　西中　隆
副 会 長　小谷哲夫

会　  計　明石　進
会　  計　鈴木　保
会計監査　柴田正明
会計監査　譜久山誠

理　 事　東野隆史
理　 事　村上颯月
理　 事　嶋田憲一

理　 事　駒崎順次
理　 事　関　正男
理　 事　筆野忠志
理　 事　吉田和光
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「
打
ち
水
大
作
戦
」
参
加
者
募
集
！��

打
ち
水
で
暑
い
夏
を
涼
み
ま
せ
ん
か

　
打
ち
水
は
地
面
に
ま
い
た
水
が
蒸
発
す

る
こ
と
で
、
地
表
面
の
熱
を
奪
い
周
囲
の

気
温
を
下
げ
る
効
果
が
あ
り
、
地
球
温
暖

化
対
策
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
お
風
呂
の

残
り
湯
や
雨
水
な
ど
を
利
用
し
て
打
ち
水

を
行
う
こ
と
で
涼
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

「
打
ち
水
大
作
戦
」
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
方
や
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

期
間　
7
月
23
日
〜
8
月
23
日

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
及

び
市
内
団
体

申
込　
7
月
21
日
ま
で
に
生
活
環
境
課
に

設
置
し
て
い
る
申
込
票
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
持
参
ま
た
は

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
生
活
環
境

課
へ
［
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
（
267
）
３
０
７
８
、
Ｅ

メ
ー
ル
：uchim

izu-t@
city.takaishi.

lg.jp

］

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
予
報
・
注
意
報

が
発
令
さ
れ
た
ら
…

　
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
や
水
泳
な
ど
は

避
け
、
屋
内
へ
入
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
の
ど
が
痛
く
な
っ

た
り
し
た
時
に
は
、
水
道
水
で
目
を
洗
っ

た
り
う
が
い
を
し
た
り
し
て
、
し
ば
ら
く

安
静
に
し
ま
し
ょ
う
。
被
害
に
遭
わ
れ
た

場
合
に
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
ま
た
は
市

役
所
な
ど
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
大
阪
府
で
は
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

の
発
令
情
報
に
関
す
る
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
詳
細
な
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

［
HP:http://taiki.kankyo.pref.osaka.

jp/taikikanshi/

］

■
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は
…

　
自
動
車
や
工
場
の
排
出
ガ
ス
に
含
ま
れ

る
窒
素
酸
化
物
や
炭
化
水
素
な
ど
が
、
太

陽
の
紫
外
線
に
反
応
し
て
生
成
さ
れ
ま
す
。

　
人
体
へ
の
影
響
と
し
て
は
、
目
や
の
ど

へ
の
刺
激
を
中
心
と
す
る
被
害
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

問
合
先　
生
活
環
境
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
５
４

　広告を見てスポーツ施設の無料体験に行ったところ、いきなり
契約書への記入を求められ「1万5千円の入会金を特別に5千円に
割引くので、一緒に3カ月分の会費を前払いするように」と言われ
た。夫の介護もあり、続けられるか不安だったが、契約書を記入し
なければ体験もできないような雰囲気に負け、記入してしまった。
帰宅してから確認すると、「脱会する場合は違約金がかかる」とあ
り不安だ。（70歳代女性）

消費生活センターだより
C o n s u m e r  s e r v i c e  c e n t e r  n e w s l e t t e r「無料体験」のはずが…

スポーツ施設会員に申し込むことに

休館日 土・日曜日、祝日

広告などに「無料」と書いてあっても、何が無料なのかはっきりしない場
合があります。申し込む際は、「無料」となる内容や範囲、有料の契約を結

ぶ前提があるのかを確認しましょう。 「特別割引」など特典を強調して契約を迫
られても、その場で契約してはいけません。家族や周囲の人に相談しましょう。
契約する気持ちがなければ、きっぱり断ることも大切です。 不安に思ったら、消
費生活センターにご相談ください。

時　間 9：00～16：45

☎（267）5501
場　所 市役所本館２階

困ったときは、
消費生活センターへ

ポイ
ント

※国民生活センター「見守り新鮮情報第249号」から抜粋・イラスト黒崎玄

※休館日は「消費者ホットライン」
　  ☎188へお問い合わせください

今月が納期限の税金

〈固定資産税〉�
〈都市計画税〉�
第2期分

7月31日までにお近くの�
金融機関またはコンビニエンス�
ストアで納めてください。
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お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

みん
ないっしょ

に生きる社会を

　

本
市
で
は
平
成
26
年
度
か
ら
、
次

世
代
に
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
大

切
さ
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

高
石
市
戦
争
の
語
り
部
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
語
り
部
に

よ
る
講
話
会
を
、
毎
年
市
内
各
小
・

中
学
校
の
児
童
、
生
徒
を
対
象
に
実

施
し
ま
し
た
。
今
月
号
の
後
半
と
８

月
号
で
は
、
３
人
の
講
話
会
で
の
お

話
を
紹
介
し
ま
す
。
中
山
フ
ク
子
さ

ん
（
加
茂
在
住
）
の
「
戦
時
中
の
陸

軍
特
別
看
護
生
と
し
て
の
体
験
」
、

そ
し
て
８
月
号
で
は
梅
原
重
信
さ
ん

（
高
師
浜
在
住
）
の
「
悲
し
い
、
つ

ら
い
、
恐
ろ
し
い
戦
争
の
体
験
」
と
、

久
我
隆
英
さ
ん
（
東
羽
衣
在
住
）
の

「
堺
大
空
襲
の
長
い
一
日
の
体
験
」

の
お
話
で
す
。
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平

和
の
尊
さ
に
思
い
を
寄
せ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
中
山
フ
ク
子
さ
ん
の

お
話
で
す
。

『
私
は
昭
和
３
年
に
熊
本
県
で
生
ま

れ
、
昭
和
５
年
か
ら
は
中
国
の
大
連

と
い
う
日
本
人
が
多
く
住
む
恵
ま
れ

た
環
境
の
も
と
で
暮
ら
し
て
き
ま
し

た
。
昭
和
16
年
の
戦
争
が
始
ま
っ
た

頃
は
高
等
女
学
校
の
１
年
生
で
、
昭

和
19
年
に
は
「
お
国
の
た
め
に
役
立

ち
た
い
」
と
の
思
い
で
、
陸
軍
特
別

看
護
婦
を
養
成
す
る
制
度
に
死
を
覚

悟
し
て
志
願
し
ま
し
た
。
以
来
、
学

校
に
籍
を
置
き
な
が
ら
、
親
元
を
離

れ
陸
軍
病
院
に
入
隊
し
基
礎
教
育
と

訓
練
を
受
け
ま
し
た
。

　

看
護
生
と
し
て
の
一
日
は
、
起
床

ラ
ッ
パ
で
起
き
、
身
支
度
、
毛
布
を

た
た
み
洗
面
、
内
務
班
内
の
整
頓
等

を
済
ま
せ
、
階
段
を
か
け
降
り
編
上

靴
を
履
い
て
班
毎
整
列
、
点
呼
、
朝

礼
、
軍
人
勅
諭
の
暗
唱
か
ら
始
ま
り
、

消
灯
ラ
ッ
パ
で
終
わ
り
ま
す
。
そ
の

間
、
看
護
学
、
解
剖
、
細
菌
学
、
薬

学
、
包
帯
術
等
、
さ
ら
に
は
軍
人
と

し
て
の
教
育
は
、
陸
軍
病
院
服
務
規

則
、
軍
隊
内
務
令
、
戦
陣
訓
、
陸
軍

刑
法
等
で
、
学
外
で
は
担
架
訓
練
や

部
隊
の
演
習
に
も
参
加
し
て
、
救
護

の
教
育
も
あ
り
厳
し
い
も
の
で
し
た
。

生
徒
た
ち
は
志
願
し
て
入
隊
し
た
の

で
、
よ
く
耐
え
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。

　

昭
和
20
年
３
月
に
は
実
習
の
た
め

満
州
第
９
０
０
部
隊
大
連
陸
軍
病
院

に
配
属
さ
れ
ま
し
た
が
、
終
戦
と
と

も
に
除
隊
し
親
元
に
帰
り
ま
し
た
。

残
っ
た
部
隊
の
人
達
は
、
大
連
の
収

容
所
に
入
れ
ら
れ
、
ソ
連
に
抑
留
さ

れ
た
人
達
も
い
ま
す
。

　

戦
後
は
、
ソ
連
領
に
な
っ
て
治
安

も
悪
く
な
り
、
親
を
亡
く
し
、
２
年

後
ほ
と
ん
ど
の
物
を
失
っ
て
引
揚
げ
、

帰
国
後
の
生
活
も
悲
し
み
と
苦
難
が

続
き
ま
し
た
が
、
陸
軍
特
別
看
護
生

と
し
て
軍
人
と
し
て
鍛
え
ら
れ
た
た

め
、
何
事
に
も
耐
え
て
生
き
抜
く
強

い
人
間
に
な
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

の
後
は
看
護
婦
の
免
許
を
取
得
し
、

定
年
ま
で
看
護
職
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
外
地
で
の
終
戦
、
軍
に
い
た
証

明
に
な
る
物
は
燃
や
せ
と
の
命
令
で
、

軍
関
係
の
物
や
写
真
ま
で
燃
や
し
、

当
時
を
確
か
め
る
史
料
も
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。

　

戦
争
は
、
多
く
の
人
を
不
幸
に
し

ま
し
た
。
広
島
や
長
崎
で
の
原
爆
投

下
で
被
爆
さ
れ
た
人
、
沖
縄
で
戦
火

に
あ
っ
た
人
、
空
襲
を
体
験
し
た
人

等
、
外
地
や
都
会
、
住
ん
で
い
た
所
、

居
た
場
所
等
で
、
体
験
の
違
い
が
あ

り
ま
す
。
空
襲
に
お
び
え
、
親
を
亡

く
し
孤
児
と
な
り
、
お
な
か
を
す
か

せ
た
戦
争
中
の
子
ど
も
た
ち
は
哀
れ

で
す
。
皆
さ
ん
に
は
、
悲
惨
な
戦
争

の
体
験
を
さ
せ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

大
人
は
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

二
度
と
戦
争
の
な
い
、
こ
の
平
和
が

続
く
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
お
ら
れ
ま

せ
ん
。
』

　
　
　
　
　
　

人
権
推
進
課

　
　
　
　
　
　

☎
（
275
）
６
２
７
９

平和の尊さを語り継ぐ

　地元で仕事を探している方を対象に合同就職面接会
を開催します。求人を検討されている事業所の参加を
お待ちしています。
日時　10月23日（月）13：00～16：30
場所　忠岡町シビックセンター（南館2階）
募集　15社（先着順）　　参加料　無料
申込・問合先　8月10日までに経済課☎（275）6149へ

泉北就職情報フェア“合同就職面接会”

地元での人材確保に！自社魅力発信に！ 自転車安全運転講習会

対象　市内在住の小学生と保護者と 65歳以上の方
募集　各 50人（先着順）　　参加費　無料
申込　7月 19日までに土木公園課（電話申込可）
問合先　土木公園課 ☎（275）6478

7月 22日（土） 午前 10時～10時 50分
午前 10時～10時 50分7月 26日（水）

時　間日　程 場　所

市役所
（別館 １階）

※講習会受講後に自転車用ヘルメットを購入されると購入費用の購入費用の
　半額（上限 2000円）を補助します。申請書は講習会で配付します。



　財政状況の公表は、地方自治法第243
条の３第１項並びに「財政状況」の作成及
び公表に関する条例に基づき、市の財政
について十分なご理解をいただくととも
に、市の財政運営に対して、より一層の
ご協力をお願いするために毎年２回定期
的に公表しているものです。
　今月号では、平成28年４月１日から
平成29年３月31日までの市の財政状況
についてお知らせします。
※数字はすべて平成29年３月31日現在
のものです

市税収入の内訳

貸借対照表

※消費税抜

減価償却累計額
△4,705,618

合　計 合　計

3,813,597

3,350,989

5,922,5325,922,532

固定資産

2,108,935
流動資産

資本

938,897
繰延収益
1,192,587
固定負債
440,059

流動負債
資　産 負債・資本

（千円）損益計算書 （千円）

合　計 合　計

1,248,0921,239,242

22,052

627

1,326,046 1,326,046
※消費税抜

営業費用

営業外費用

特別損失

64,125
当年度純利益 77,954

営業外収益

営業収益

費　用 収　益 会計名 予算現額 収入済額 支出済額

国民健康保険 8,906,585 6,940,277 8,467,133

（千円）

公共下水道事業 2,773,134 2,366,749 2,355,553

墓　地　事　業 7,911 6,184 6,184

介　護　保　険 4,895,378 4,541,997 4,239,745

後期高齢者医療保険 800,526 772,061 684,711

歳 入 ■予算現額
■収入済額
■収入率

257億9,038万3千円
207億7,131万3千円
80.5％ ■支払率 78.4％歳 出 ■予算現額

■支払済額
257億9,038万3千円
202億763万4千円

市　税

その他

皆さんに納めて
いただいた税金

府支出金
府からの負担金
や補助金など

国からの負担金
や補助金など

国庫支出金

市　債
国や銀行などか
らの借入金

地方消費税交付金
人口等により配分さ
れる消費税の地方分

地方交付税
国税の一部から市の財政状
況に応じて交付されるお金

繰入金や諸収入
地方譲与税など

103億9,300万円
99億5,013万3千円

54億7,672万7千円
43億3,727万8千円

28億9,600万円
13億9,837万円

17億9,576万9千円
10億7,014万5千円

14億7,861万5千円
14億6,812万4千円

11億3,000万円
9億8,415万2千円

26億2,027万2千円
15億6,311万1千円

民生費

その他

医療費の助成
福祉施策など

消防、産業・農業
振興など

102億7,165万5千円
88億5,546万円

道路・公園河川の
整備事業など

土木費 45億2,452万9千円
21億3,393万5千円

公債費
市の借入金の元金
利子償還金など

35億4,232万5千円
34億7,667万8千円

総務費
市税の賦課・戸籍
選挙事務など

19億4,795万9千円
13億4,999万9千円

衛生費
健康づくり・ごみ処理
リサイクル推進など

17億7,590万5千円
15億7,979万8千円

教育費
学校施設の設備
図書館の管理運営など

20億3,878万8千円
16億6,727万3千円

16億8,922万2千円
11億4,449万1千円

予算現額

支出済額

平
成
28
年
度

財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す

　水道事業会計は企業会計方式により経
理を行っており、財政状態を表す「貸借
対照表」と経営成績を表す「損益計算書」
で決算を表します。水道事業は皆さんの
水道料金の収入をもって配水管や配水場
施設の更新・維持管理等を行い、安全で
安心な給水サービスに努めています。

　特別会計とは、一般会計とは切り離し
て独立した経理が行われる会計のことを
いいます。各特別会計には予算があり、
一般会計における単一会計主義の原則に
対する例外とされています。特別会計は、
下水道や国民健康保険などの事業におけ
る使用料や保険料などの歳入をもってそ
れぞれの事業を行います。

水道事業会計 特別会計

　市の歳入の大半は、市民の
皆さんから納めていただく市
税によって成り立っています。
　平成 28 年度の市税収入は平
成 29 年３月 31 日現在で99
億5,013万3千円となっていま
す。市民１人あたりに換算す
ると 171,489 円となります。
　このお金は、保健や福祉、
道路、学校、公園など、市民
の皆さんの生活を豊かにする
ために役立てられています。
　なお、都市計画税は、街路、
下水道、公園等の都市計画事
業に充当されています。

3　1,257　1億 万 千円
市たばこ税（3.1％）

問
合
先
　
財
政
課 
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８
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予算現額

収入済額

市民税（35.6％）市民税（35.6％）
35　4,004　35　4,004　億 万円億 万円

固定資産税（51.7％）
51　4,205　8億 万 千円
固定資産税（51.7％）
51　4,205　8億 万 千円

都市計画税（8.9％）
8　8,837　6億 万 千円
都市計画税（8.9％）
8　8,837　6億 万 千円

軽自動車税（0.7％）
6,708　8万 千円
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35　4,004　35　4,004　億 万円億 万円

固定資産税（51.7％）
51　4,205　8億 万 千円
固定資産税（51.7％）
51　4,205　8億 万 千円

都市計画税（8.9％）
8　8,837　6億 万 千円
都市計画税（8.9％）
8　8,837　6億 万 千円

軽自動車税（0.7％）
6,708　8万 千円
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土地開発公社に対する債務保証額

会

計

一
部
事
務
組
合

公共下水道事業特別会計
一般会計

水道事業会計
小　計

泉北環境整備施設組合

高石市泉大津市墓地組合
小　計
合　計

ご み 処 理
公共下水道

そ　の　他

15,035,349
35,939,957

1,100,547
52,075,853
4,135,927

444,558
3,632,273

11,291
84,502

4,220,429
56,296,282

保有面積 保有高

南海中央線用地 3,799.9 2,825,015
（千円）（㎡）

市の借入金 公債の残高と土地開発公社に対する債務保証額の合計が、実質的な後年の債務となります。

財産区基金

公債の残高

　公債とは、主に道路や学校、公園などの建
設事業等に充当するために、市が国や金融機
関等から借り入れた債務のことです。
　安全・安心・防災等の事業を推進するため、
将来の償還を見据えながら、計画的に借り入
れを行っています。

　市では、平成 25 年度、第三セクター等改
革推進債を活用するなどして、土地開発公社
の債務の大幅な解消を行いました。
　現在、公社の保有する土地は、以下のとお
り都市計画道路南海中央線用地約 28 億円で
す。この取得費用は、市からの借入金約 13
億円を除き、金融機関からの借入金 14 億
1,500万円で賄っており、市が債務保証を行っ
ています。
　今後、公社が先行取得している用地の計画
的な買い戻しを進め、債務の全面的な解消を
図り、平成 32 年度までに解散させるべく取
り組んでいきます。

562　9,628　2　億 万

14　1,500億 万円

千円

実質的な後年の債務

577　1,128　2億 万 千円

一時借入金現在高

　一時的な現金不足が生じた場合に、その支払い
資金の不足を補うために金融機関等から借り入れ
るもので、その年度内に償還されます。年度内に
償還されるという点で、公債と区別されています。

国民健康保険特別会計・・・18 億 5,000 万円

基金名 現在高

会 計 等 未償還元金

　財産区基金とは当該地区住民の総意に基づき地
区の施設整備等を図るなど、市民福祉の向上のた
めに資する基金です。

（千円）

（千円）

今在家（上池関係地区）地区整備基金 29,978
南（長取石池関係地区）地区整備基金 18,044

合　計 54,967

土生・新家・綾井・大園・富木・北・南
（旧取石池関係地区）地区整備基金 6,945

目的基金等

▼目的基金等の内訳

土 地 610,836.81 ㎡ 建 物 194,384.64 ㎡

60億 9,665 万 5千円

2,490,311
2,468,629
12,807

29,341

51,214
111,345

2,026

財政調整基金

奨学基金

保健医療基金
泉北３区公共施設整備基金

福祉基金
緑化基金

35,648
573,441
149,138
48,684

文化・スポーツ・国際交流振興基金
土地開発基金
介護保険給付費準備基金
市営浜墓地基金

124,071石油貯蔵施設立地対策等基金

公共施設整備基金

（千円）

市有財産

※目的基金等のうち、一般会計が 29 億 2 千万円
　の借り入れを行っており、実質的な目的基金等
　は31億7,665万5千円となります。

廃棄物発電 516

し 尿 処 理 46,433

（上記の合計）

下 水 道 （ 都 市 下 水 路 ） 856
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相談名 相談内容 相談日時 場所・電話

法律相談 弁護士による法律相談。相談日の午前9時30分から 
☎（263）2141へ予約（先着8人）

毎週木曜日（祝日を除く） 
13時から受付順に1人30分 市役所 市民相談室

行政相談 行政機関への要望・苦情 毎月第1・3木曜  
13時〜16時 市役所 市民相談室

人権相談
人権擁護委員による相談 毎月 第1・3金曜  

13時〜16時 市役所 市民相談室

人権相談員による相談（人権推進課へ電話予約） 毎週 月・水・木  
10時〜17時

人権推進課 
☎（275）6279

女性相談 専門の女性相談員による心配ごとや悩みごとの相談 
（事前に人権推進課へ電話予約）

毎月 第3火曜 10時〜13時 
毎月 第4金曜 13時〜16時

人権推進課 
☎（275）6279

心配ごと相談 日常生活の心配ごと、悩みごと 毎週 金 9時〜正午 市役所 市民相談室

心配ごと電話相談 日常生活の心配ごと、悩みごと 毎週 木曜（祝日を除く） 
9時〜正午

社会福祉協議会 
☎（261）3656

福祉の総合相談 いきいき地域支援員（コミュニティソーシャルワーカー）によ
る福祉に関する相談（面談による相談は事前に電話予約）

毎日（土・日・祝を除く） 
9時〜17時30分

社会福祉協議会 内 
☎（261）3656

就労相談 就労にお困りの障がいのある方、母子家庭の母親、若
年、中高年齢の方などの相談（事前に電話予約）

毎日（土・日・祝を除く） 
9時〜17時30分

就労支援センター（経済課内） 
☎（275）6164

消費生活相談 訪問販売や衣食住に関する商品の相談や苦情
クレジット・サラ金に関する相談

毎日（土・日・祝を除く） 
9時〜16時45分

消費生活センター（市役所2階） 
☎（267）5501

ふれあい相談 少年に関するあらゆることを面接相談（事前に電話予
約）

毎週 月・火・水・木  
9時〜16時30分

教育研究センター 
☎（262）9465

教育相談 幼児・児童・生徒の発達、教育相談（事前に学校教育課
または教育研究センターへ要予約） お問い合わせください 教育研究センター 

☎（262）7005

進路選択支援相談 進学など進路選択についての相談 毎週 月・火・木・金  
9時〜16時

教育研究センター 
☎（262）7005

ホットライン高石 少年に関するあらゆる問題を電話相談 毎週 月・火・木・金  
9時〜16時30分 ☎（262）9400

公民館の学習相談 市民の生涯学習に関する相談 毎日（月・休館日を除く） 
9時〜16時

中央・羽衣・千代田・取石公
民館

乳幼児の発達相談 乳幼児の発達相談、育児相談（子育て支援課へ電話予
約）

毎週 月・火・木・金  
10時〜16時

子育て支援課 
☎（275）6349

乳幼児の健全育成相談

毎週 月〜金 10時〜16時 綾園保育所子育て支援センター 
☎（263）2477

子育て支援センターによる育児の不安、しつけ、保健な
どを電話で相談

毎週 月〜金 9時30分〜
正午 13時〜15時30分

南海愛児園子育て支援センター 
☎（265）3210

毎週 月〜金 10時〜16時 東羽衣こども園子育て支援センター 
☎（262）0920

ひとり親家庭相談 ひとり親家庭の生活における悩みの相談 毎週 月〜木 10時〜16時 こども家庭課 
☎（275）6476

家庭児童相談 18歳未満の子育ての悩み
家族関係、虐待、養育上困難な生活の悩み 毎週 月〜金 10時〜16時 こども家庭課 

☎（275）6476

障がい者の生活相談 市指定相談支援事業者による障がい者の生活に関す
るあらゆる相談

毎週 火〜土  
9時30分〜17時30分

障がい者ふれあいプラザ内 
☎（263）2244

障がい児の医療相談 障がい児を対象に医療の相談 お問い合わせください 障がい者ふれあいプラザ 
☎（261）3831

リハビリ相談 理学療法士、作業療法士、言語聴覚士による相談 お問い合わせください 障がい者ふれあいプラザ 
☎（261）3831

税の相談 所得税、法人税、相続税、贈与税など
当日の午前9時30分から電話で予約（先着6人） 7月18日（火）13時〜16時 高石商工会議所相談室 

☎（264）1888

救急医療相談 病院に行ったらいいの？救急車を呼んだ方がいいの？
など、救急医療に関することで迷ったらまずここへ

医師、看護師、相談員が
年中無休・24時間対応

救急安心センターおおさか☎
#7119または06（6582）7119

相 談 窓 口お気軽にご利用ください いずれも無料です▶ ▶
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い
つ
も
元
気
に
!

�

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎（
２
６
７
）１
１
６
０

●肝炎ウイルス検査（電話予約制）
7月12日（水）
受付：午後1時30分〜2時30分
●HIV・クラミジア・梅毒検査と相談（電話相談可）
7月12日（水）・26日（水）
受付：午前9時30分〜11時

●風しん抗体検査（電話予約制）
7月13日（木）・27日（木）
受付：午前9時30分〜10時30分
●こころの健康相談（電話予約制）
こころの病気、アルコール依存症、ひきこもり
等についての相談

プライバシーは厳守します。電話による相談も受け付けています。

休日診療
☎（265）5171 

市立診療センター内
診療時間　�日曜・祝日の�

午前9時30分〜午後0時30分、
午後1時30分〜4時30分

受付時間　�午前9時〜午後4時�
※午前診療の受付は正午まで

診療科目　内科・小児科

和泉保健所より
☎0725（41）1342　JR和泉府中駅北東徒歩約7分

ふ
れ
愛
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

年
長
児
・
年
中
児
キ
ッ
ズ
ク
ッ
キ
ン
グ

　
苦
手
な
野
菜
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

日
時　
年
長
児
：
７
月
27
日
（
木
）
、
年

中
児
：
7
月
28
日
（
金
）
い
ず
れ
も
午
前

9
時
30
分
〜
午
後
１
時

場
所　
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
年
長
児
・
年
中
児
と
保
護
者
（
保

護
者
１
人
に
対
し
、
幼
児
１
人
）

募
集　
15
組
（
先
着
順
・
初
参
加
優
先
）

献
立　
野
菜
モ
リ
モ
リ
お
好
み
焼
き
、
簡

単
ス
ー
プ
、
カ
ラ
フ
ル
ス
コ
ッ
プ
ケ
ー
キ

参
加
費　
１
組
７
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
タ

オ
ル
、
ふ
き
ん
２
枚
、
箸

申
込
・
問
合
先　
7
月
10
日
〜
21
日
に
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
課
へ
電
話
申
込

健診・相談
名称 日程 時間 内容

4か月児健診 ①7/12②8/9 受付�12：45〜13：15 ①の対象はH29年３月生まれ。②の対象はH29年４月生まれ。
1歳7か月児健診 ７/25 受付�12：45〜13：15 対象はH27年12月生まれ。歯ブラシをお持ちください。
2歳児歯科健診 ８/２ 受付�13：00〜13：30 対象はH27年８月生まれ。虫歯予防にフッ素塗布。歯ブラシをお持ちください。
3歳6か月児健診 ７/21 受付�12：45〜13：15 対象はH26年１月生まれ。朝一番の尿を採ってお持ちください。
離乳食講習会 ８/１ 開催�13：10〜15：00 対象は4〜6か月児の保護者。要電話予約。受付は13時から。
あれこれ相談 随時 － 妊娠〜子育てに関する相談（電話相談可）

健幸づくり教室�
（説明会）

７/19 開催�16：00〜17：30 【月２回コース】場所：中央公民館、申込：スマートウェルネス推進室�☎（267）1161
随時 － 【週１回コース】場所・申込：スポラたかいし�☎（267）1223・カモンたかいし☎（263）2622

パパ・ママ学級
８/14

受付�13：10〜13：30
お友達になりましょう！

3回講座。
どの回からでも参加できます。８/28 赤ちゃんのお風呂って！？

９/11 子育てにそなえましょう！
市民健康相談 随時 － 生活習慣病、食生活などに関する相談、禁煙サポート、その他健康に関する相談。
リハビリの集い 7/11・18・25、8/1 開催�14：00〜15：45 対象は介護保険の認定を受けていない40歳〜64歳の方。�要事前問い合わせ。
介護家族の集い 7/11・18・25、8/1 開催�14：00〜16：00 介護者の健康づくりと交流。
ふれあい元気クラブ 月2回 お問い合わせください 寝たきりを防ぐ介護予防体操などを、市役所・綾園・羽衣・千代田・加茂・取石で開催。

　
夏
休
み
に
親
子
で
楽
し
め
る
料
理
教
室

で
す
。

日
時　
８
月
2
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午

後
１
時

場
所　
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
小
学
生
と
保
護
者

募
集　
15
組
（
先
着
順
）

献
立　
豚
と
レ
タ
ス
の
オ
イ
ス
タ
ー
マ
ヨ

そ
う
め
ん
、
野
菜
た
っ
ぷ
り
ス
ー
プ
、
オ

レ
ン
ジ
と
カ
ル
ピ
ス
の
グ
ミ

参
加
費　
１
人
３
５
０
円（
保
険
料
含
む
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
タ

オ
ル
、
ふ
き
ん
２
枚
、
箸

申
込
・
問
合
先　
7
月
18
日
〜
28
日
に
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
課
へ
電
話
申
込

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

親
子
で
食
育
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ひ
と
月
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
高
額
に
な

り
、
決
め
ら
れ
た
上
限
額
を
超
え
た
場
合

に
、
上
限
額
を
超
え
て
お
支
払
い
い
た
だ

い
た
分
を
払
い
戻
す
高
額
療
養
費
制
度
に

つ
い
て
、
平
成
29
年
8
月
か
ら
70
歳
以
上

の
方
の
上
限
額
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
７
４

医
療
費
削
減
の
た
め
に
　

高
額
療
養
費
の
上
限
額
が
変
わ
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
被
保
険
者
1

人
あ
た
り
の
医
療
費
が
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
医
療
費
の
増
加
が
続
く
と
国
保
財

政
を
圧
迫
す
る
こ
と
と
な
り
、
結
果
的
に

保
険
料
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。
１
人

ひ
と
り
が
健
幸
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
医

療
費
の
適
正
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
７
４

被保険者数と被保険者 1人あたりの医療費の推移
（万円）（人）

14500

13500

14000

15000

16000

15500

32

28

30

34

38

36

H28H25 H26

：被保険者 1人あたりの医療費 ( 万円 )
：被保険者数 ( 人 )

H27 （年度）

14,525

13,613

30.5

33.0

34.4
35.7

15,578

14,866

（見込み）

70
歳
以
上
の
方
へ
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平
成
29
年
7
月
ま
で

平
成
29
年
8
月
か
ら

▼

適用区分 外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯ごと）
現
役
並

一
般

住
民
税
非
課
税

課税所得
145 万円以上の方

課税所得
145 万円未満の方

Ⅱ住民税非課税世帯

Ⅰ住民税非課税世帯
（年金収入 80 万円以下など）

44,400 円

12,000 円

8,000 円

44,400 円

24,600 円

15,000 円

＋（医療費－267,000 円）×１％
〈多数回 44,400 円〉

※１　世帯収入の合計額が 520 万円未満（１人世帯の場合は 383 万円未満）の場合や、「旧ただし書所得」の
　　　合計額が 210 万円以下の場合も含みます。
※２　過去 12 ヶ月以内に 3回以上、上限額に達した場合は、4回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。

〈多数回 44,400 円〉※２［年間上限 144,000 円］

※１

※２

※２

80,100 円

＋（医療費－267,000 円）×１％
〈多数回 44,400 円〉80,100 円

適用区分 外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯ごと）
現
役
並

一
般

住
民
税
非
課
税

課税所得
145 万円以上の方

課税所得
145 万円未満の方

Ⅱ住民税非課税世帯

Ⅰ住民税非課税世帯
（年金収入 80 万円以下など）

57,600 円

14,000 円

8,000 円

57,600 円

24,600 円

15,000 円

※１

変
更
内
容

③
定
期
的
に
特
定
健
診
等

　
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

④
健
幸
な
身
体
づ
く
り
に

　
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

●
１
人
ひ
と
り
に
出
来
る
こ
と

①
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

②
重
複
診
療
は
や
め
ま
し

　
ょ
う
！

平成 29 年度  保険料の改定
　増加傾向にある医療費に対し、平成29年度の
保険料率を改定しました。安定的な国保運営のた
めにも、納期限までの納付にご協力ください。

9.53％

32,200 円

24,100 円

540,000 円

2.96％

10,000 円

7,500 円

190,000 円

2.97％

17,800 円
̶

160,000 円

医療保険分 後期高齢者支援金分 介護納付金分
所得割
均等割
平等割
最高限度額
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お問い合わせは、電話等で各施設まで。
高石市役所 ☎（265）1001
アプラホール ☎（267）0018
総合保健センター ☎（267）1160
図書館本館 ☎（263）3100
図書館分館 ☎（273）3160
カモン たかいし ☎（263）2622
中央公民館 ☎（265）6422
千代田公民館 ☎（264）0886

羽衣公民館 ☎（265）3227
東羽衣公民館 ☎（262）8545
清高公民館 ☎（263）5885
取石公民館 ☎（260）0550
デージードーム ☎（263）3317
とろしプラザ ☎（260）0550
スポラ たかいし ☎（267）1223
障がい者ふれあいプラザ ☎（261）3831

ス
ポ
ー
ツ�

親
と
子
の
軽
体
操
教
室

�

親
子
体
操
を
通
じ
て
「
親
子
の
ふ

れ
あ
い
」
を
図
り
、
楽
し
く
運
動

が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

日
時　
7
月
31
日
〜
8
月
4
日
、

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
受
付
：
9
時
45
分
）

場
所　
加
茂
小
学
校
体
育
館

対
象　
3
歳
以
上
で
就
学
前
の
幼

児
と
保
護
者

募
集　
50
組
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料
（
参
加
賞
あ
り
）

持
ち
物　
体
操
の
で
き
る
服
装
、

着
替
え
、
タ
オ
ル
、
水
筒
な
ど

申
込
・
問
合
先　
7
月
10
日
か
ら

社
会
教
育
課
へ
電
話
申
込
☎（
275
）

６
４
３
７�

庭
球
選
手
権

日
時　
9
月
18
日
（
祝
）
か
ら

場
所　
高
師
浜
テ
ニ
ス
場
ほ
か

対
象　

選
手
登
録
し
て
い
る
方

（
キ
ッ
ズ
は
登
録
不
要
）

※
登
録
を
し
て
い
な
い
方
は
登
録

料
１
０
０
０
円
が
必
要
。

種
目　
硬
式
テ
ニ
ス
シ
ン
グ
ル
ス

ま
た
は
ダ
ブ
ル
ス

参
加
費　
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル

ス（
1
ペ
ア
）
３
０
０
０
円
※
小・

中・高
校
生
は
そ
れ
ぞ
れ
２
０
０

０
円
、キ
ッ
ズ
は
そ
れ
ぞ
れ
１
０

０
０
円

申
込　
7
月
13
日
〜
8
月
8
日
に

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

市
庭
球
連
盟
事
務
局
の
ラ
イ
オ
ン

ス
ポ
ー
ツ
ま
た
は
テ
ニ
ス
ト
ピ
ア

へ
持
参
。

※
申
込
用
紙
は
、
市
庭
球
連
盟
事

務
局
に
設
置
。（
市
庭
球
連
盟
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）［
ラ
イ
オ
ン
ス
ポ
ー
ツ
☎（
261
）

１
５
２
５
、
テ
ニ
ス
ト
ピ
ア
☎

（
264
）３
７
４
１
、http://takai

shi-tennis.com
/

］

問
合
先　
市
庭
球
連
盟
の
粟
田
さ

ん
☎
０
９
０（
３
４
８
５
）９
６
５

９市
立
プ
ー
ル
の
一
般
開
放

開
放
日　
7
月
15
日
〜
17
日
・
21

日
〜
8
月
27
日

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所　
中
央
プ
ー
ル

※
小
学
生
未
満
は
保
護
者
同
伴

問
合
先　
社
会
教
育
課
☎（
275
）６

４
３
７

夏
休
み
体
操
短
期
教
室

■
逆
上
が
り
特
訓

日
程　
8
月
５
日
〜
７
日

対
象
・
時
間　
年
中
〜
小
学
１
年

生
・
午
後
12
時
45
分
〜
１
時
35

分
、
小
学
２
〜
６
年
生
・
午
後
１

時
45
分
〜
２
時
35
分

■
跳
び
箱
特
訓

日
時　
8
月
５
日
〜
７
日
の
い
ず

れ
も
午
後
２
時
45
分
〜
３
時
35
分

対
象　
年
長
〜
小
学
６
年
生

場
所　
カ
モ
ン
た
か
い
し

募
集　
い
ず
れ
も
15
人

参
加
費　
い
ず
れ
も
４
０
０
０
円

申
込
・
問
合
先　
本
科
未
受
講
者

は
7
月
６
日
か
ら
、
本
科
受
講
者

は
７
月
13
日
か
ら
。
詳
し
く
は
カ

モ
ン
た
か
い
し
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

子
ど
も
体
育
教
室　
　
　

「
親
子
で
リ
ズ
ム
体
操
」

日
時　
８
月
16
日
〜
18
日
の
い
ず

れ
も
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
象　
３
〜
５
歳
程
度
の
幼
児
と

保
護
者

募
集　
15
組

参
加
費　
４
０
０
０
円

詳
し
く
は
カ
モ
ン
た
か
い
し
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
走
り
方
教
室

日
時　
7
月
24
日
（
月
）
午
後
３

時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　
カ
モ
ン
た
か
い
し

対
象　
小
学
１
〜
４
年
生

募
集　
25
人
（
要
予
約
）

参
加
費　
８
０
０
円

詳
し
く
は
カ
モ
ン
た
か
い
し
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

人
　
権�

人
権
啓
発
詩
・
読
書
感
想
文

を
募
集
し
ま
す

　
人
権
に
つ
い
て
身
近
に
考
え
て

い
た
だ
く
た
め
、
人
権
啓
発
の
詩

と
読
書
感
想
文
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
市
内
の
小
・
中
学
生
、
支

援
学
校
小
・
中
学
部
生

募
集
作
品　
人
権
の
尊
さ
や
、
お

互
い
の
人
権
を
守
る
こ
と
、
差
別

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
こ
と

の
大
切
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
訴
え

る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
も
の

形
式　
▼
詩
部
門
…
形
式
・
長
さ

と
も
自
由　
▼
読
書
感
想
文
部
門

…
小
学
生
は
４
０
０
字
詰
め
原
稿

用
紙
で
3
枚
以
内
、
中
学
生
は
４
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０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
で
５
枚
以

内
。
い
ず
れ
の
部
門
も
1
人
1
編

と
し
、
未
発
表
の
創
作
作
品
に
限

り
ま
す
。

表
彰　

部
門
別
に
小
学
校
低
学

年
・
高
学
年
の
部
、
中
学
生
の
部

に
分
け
て
審
査
の
う
え
、
入
選
作

品
を
選
定
し
表
彰
さ
れ
ま
す
。

応
募
・
問
合
先　
9
月
4
日
（
必

着
）
ま
で
に
市
人
権
協
会
（
人
権

推
進
課
内
）
☎（
275
）６
２
７
９

平
和
を
願
い
黙
と
う

　
原
爆
に
よ
る
死
没
者
の
冥
福
と

世
界
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
「
8

月
6
日
午
前
8
時
15
分
」
と
、
長

崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
「
8
月

9
日
午
前
11
時
2
分
」
か
ら
1
分

間
の
黙
と
う
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
す
て
っ
ぷ
講
座
×

IRIS

サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
パ
ス�
�

持
て
る
水
？
！O
oho

を

つ
く
っ
て
み
よ
う
♪

　
身
近
な
材
料
を
使
っ
て
、
親
子

一
緒
に
楽
し
く
実
験
し
よ
う
！

日
時　
8
月
19
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
正
午

場
所　
取
石
公
民
館

対
象　
小
学
生
と
保
護
者

募
集　
12
組
（
先
着
順
）

※
一
時
保
育
あ
り
（
1
歳
半
〜
就

学
前
の
子
ど
も
先
着
8
人
、
8
月

10
日
ま
で
に
要
予
約
）

講
師　

大
阪
府
立
大
学
「IRIS

」

（
理
系
女
子
大
学
院
生
チ
ー
ム
）

申
込
・
問
合
先　
7
月
13
日
か
ら

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（step@

city.takaishi.lg.jp

）で
人
権
推

進
課
☎（
275
）６
２
７
９

※
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
、
件
名
に
講

座
申
込
、
本
文
に
参
加
者
全
員
の

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
一
時

保
育
の
要
否
（
希
望
の
場
合
は
、

子
ど
も
の
氏
名
、
フ
リ
ガ
ナ
、
生

年
月
日
）
を
記
載
。

非
核
平
和
展�

�

〜
忘
れ
な
い
で
平
和
の
尊
さ
〜

　
本
市
は
、
昭
和
59
年
に
「
非
核

平
和
都
市
」
と
す
る
こ
と
を
宣
言

し
ま
し
た
。
戦
争
の
悲
惨
さ
、
核

兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を
知
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
平
和
の
尊
さ
を
考
え
、

次
の
世
代
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的

に
非
核
平
和
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　
7
月
25
日
〜
8
月
9
日
の

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
30
分

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

場
所　
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

内
容　
▽
平
和
は
が
き
展
（
市
立

小
学
校
6
年
生
の
児
童
と
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
《
平
和

は
が
き
》
の
展
示
）
▽
パ
ネ
ル
展

（
広
島
・
長
崎
原
爆
被
災
写
真
）

▽
非
核
・
反
戦
の
ア
ニ
メ
ビ
デ
オ

等
上
映
（
午
前
10
時
と
午
後
2
時

か
ら
1
時
間
程
度
）

問
合
先　
人
権
推
進
課
☎（
275
）６

２
７
９

公
民
館�

夏
休
み　
俳
句
・
川
柳
講
座

　
受
講
生
全
員
で
『
炎
天
寺
一
茶

ま
つ
り
全
国
小
中
学
生
俳
句
大
会
』

に
応
募
し
ま
す
。

日
時　
8
月
23
日
（
水
）
午
前
9

時
30
分
〜
11
時

場
所　
中
央
公
民
館

対
象　
小
中
学
生

募
集　
10
人

参
加
費　
無
料

講
師　
奈
良
慶
治
良
さ
ん
（
元
東

羽
衣
小
学
校
校
長
）

持
ち
物　
筆
記
用
具

申
込
・
問
合
先　
7
月
20
日
か
ら

中
央
公
民
館
（
電
話
申
込
可
）

小
学
生
夏
休
み
書
道
講
座�

�

た
の
し
く
筆
で
書
い
て
み
よ
う

日
時　
7
月
27
日
・
31
日
・
８
月

３
日
の
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

場
所　
中
央
公
民
館

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生
で
全

日
程
出
席
で
き
る
方

募
集　
15
人

参
加
費　
無
料

講
師　
行
和
子
さ
ん
（
日
本
書
道

教
育
協
会
正
会
員
）

持
ち
物　
習
字
道
具
（
持
っ
て
い

る
方
の
み
）

申
込
・
問
合
先　
７
月
12
日
か
ら

中
央
公
民
館
（
電
話
申
込
可
・
来

館
優
先
）

〜
夏
休
み
エ
コ
工
作
教
室
〜�

�

牛
乳
パ
ッ
ク
で
万
華
鏡
を
作

ろ
う
！

日
時　
7
月
29
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
正
午

場
所　
羽
衣
公
民
館

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生
（
保

護
者
同
伴
可
）

募
集　
20
人

参
加
費　
無
料

講
師　
高
石
ジ
ュ
ニ
ア
自
然
大
学

の
講
師
の
皆
さ
ん

持
ち
物　
牛
乳
パ
ッ
ク
・
鉛
筆
・

色
鉛
筆
ま
た
は
色
マ
ジ
ッ
ク
・
は

さ
み
・
持
ち
帰
り
用
袋
・
上
靴

申
込
・
問
合
先　
7
月
14
日
か
ら

羽
衣
公
民
館
（
電
話
申
込
可
）

設　問

高 石 学
80

vol.80

??Q
☜ 正解は23ページ

　かつて、高石の海岸には、古来より白砂青

松の景勝地として有名であった高師浜が広

がり、夏休みともなると海水浴客でにぎ

わった時代がありました。高師浜に海水浴

場が開かれたのはいつでしょう？

③ 大正１１年　　 ④ 昭和２７年

① 江戸時代　　 　② 明治３９年

なんでも

高石学入門

お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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〜広告掲載のお問い合わせは、高石商工会議所　☎（264）1888まで〜

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

日
時　
８
月
２
日
（
水
）
午
前
10

時
〜
正
午

場
所　
羽
衣
公
民
館

対
象　
市
内
在
住
・
在
学（
園
）・

在
勤
で
年
長
児
以
上
の
方
（
大
人

の
み
の
参
加
可
・
年
長
児
は
保
護

者
同
伴
）

募
集　
20
人

※
一
時
保
育
有
り
（
先
着
5
人
）

材
料
費　
１
０
０
０
円
（
不
参
加

の
場
合
、
返
金
で
き
ま
せ
ん
）

講
師　
中
田
尚
子
さ
ん
（
花
の
教

室
ジ
ャ
ラ
ス
ザ
ー
ド
主
宰
）

持
ち
物　
は
さ
み
・
持
ち
帰
り
用

袋申
込
・
問
合
先　
7
月
19
日
か
ら

羽
衣
公
民
館

〜
工
作
と
競
技
会
〜�

�

２
種
類
の
車
を
作
っ
て
２
つ

の
競
争�

　
タ
ワ
シ
を
使
っ
た
振
動
カ
ー
で

の
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
や
ダ
ン
プ

カ
ー
で
ボ
ー
ル
運
び
レ
ー
ス
を
し

よ
う
！

日
時　
8
月
19
日
（
土
）
午
後
1

時
〜
3
時

場
所　
中
央
公
民
館

対
象　
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生

募
集　
25
人

材
料
費　
５
０
０
円
（
不
参
加
の

場
合
、
返
金
で
き
ま
せ
ん
）

持
ち
物　
上
靴
・
持
ち
帰
り
用
袋

講
師　
吉
谷
達
嗣
さ
ん
（
日
本
橋

で
ん
で
ん
タ
ウ
ン
電
子
工
作
教
室

指
導
員
）

申
込
・
問
合
先　
7
月
21
日
か
ら

中
央
公
民
館

各
　
種�

４
０
０
ｍ
ｌ
献
血
へ
の
ご
協

力
の
お
願
い

日
時　
7
月
25
日
（
火
）
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
30
分
（
正
午
〜
午

後
１
時
を
除
く
）

場
所　
高
石
駅
前
広
場

対
象　
男
性
17
歳
以
上
・
女
性
18

歳
以
上
の
い
ず
れ
も
体
重
50
ｋ
ｇ

以
上
の
方

問
合
先　
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

☎（
267
）１
１
６
０

体
験
型
「
私
の
水
辺
」
i
n

槇
尾
川

　
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
（
水
生
生
物

調
査
な
ど
）
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
7
月
29
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）

場
所　
槇
尾
川
（
和
泉
市
立
青
少

年
の
家
前
）
※
槇
尾
中
学
校
前
バ

ス
停
か
ら
徒
歩
40
分
（
駐
車
ス
ペ

ー
ス
有
）

対
象　
小
学
生
（
保
護
者
同
伴
）

募
集　
20
組
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　
Ｅ
メ
ー
ル
に
参

加
者
全
員
の
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
7
月
10
日

午
前
10
時
か
ら
鳳
土
木
事
務
所
地

域
支
援
・
防
災
グ
ル
ー
プ
で
受
付

開
始
［
☎（
273
）０
１
２
３
、
Ｅ
メ

ー
ル
：otoridoboku-g04@

sbox.pref.osaka.lg.jp

］

姉
妹
都
市
協
会�

�

夏
休
み
ち
び
っ
こ
英
会
話
講

習
受
講
生
募
集

日
時　
7
月
27
日
〜
8
月
31
日
の

毎
週
木
曜
日
、
午
後
４
時
〜
４
時

50
分（
8
月
10
日
を
除
く
全
５
回
）

場
所　
中
央
公
民
館

対
象　
小
学
１
〜
３
年
生
程
度

※
受
講
時
に
姉
妹
都
市
協
会
会
員

に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

受
講
料　
５
０
０
０
円
（
年
会
費

含
む
）

申
込
・
問
合
先　
7
月
21
日
ま
で

に
姉
妹
都
市
協
会
事
務
局
（
秘
書

課
内
）
☎（
275
）６
０
７
８

〜
夏
休
み
施
設
開
放
イ
ベ
ン
ト
〜�

夏
休
み
宿
題
＆
自
由
研
究
や

っ
ち
ゃ
お
う
！

日
時　
8
月
5
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所　
泉
北
環
境
整
備
施
設
組
合

内
容　
指
で
お
絵
か
き
エ
コ
バ
ッ

グ
作
り（
予
約
制
８
０
０
円
）、エ

コ
お
も
ち
ゃ
作
り
、
お
も
ち
ゃ
の

病
院
、
リ
ユ
ー
ス
品
無
料
抽
選
会

問
合
先　
泉
北
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
☎
０
７
２
５（
41
）２
０
３
０

子
ど
も
劇
団
え
ん
げ
き
っ
ず

団
員
募
集

日
時　
▼
公
演　
12
月
3
日
（
ア

プ
ラ
た
か
い
し
に
て
）、▼
演
劇
練

習　
毎
週
金
曜
日
の
午
後
5
時
45

分
〜
7
時
15
分

練
習
場
所　
東
羽
衣
公
民
館

対
象　
幼
稚
園
〜
中
学
生
の
方

講
師　
吉
田
裕
美
さ
ん
（
劇
団
吉

田
商
店
）

申
込
・
問
合
先　
8
月
1
日
ま
で

に
Ｅ
メ
ー
ル
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育

て
支
援
グ
ー
チ
ョ
キ
パ
ー［
☎
０

９
０（
６
０
６
１
）６
４
２
７
、
Ｅ

メ
ー
ル
：sm

ailfrends2525@
gm
ail.com

］
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高石市は関西国際空港を応援しています� 関空ニュース

　関西国際空港には、「関西国際空港ってどんな空港？どんな飛行
機が来ているの？」という疑問に答える「わくわく関空見学プラン」
という見学ツアーがあります。「新・関空の裏側探検コース」では、
関空展望ホール「Sky�View」をバスで出発し、通常は入ることの出
来ない保安区域に入り、空港を支える裏方の施設を車窓から見学
できます。降車ポイントでは、状況によって飛行機を間近でご覧い
ただけることもあります。団体のお客様には、機内食の製造過程を
見学できる「機内食工場コース」や、空港のお仕事や飛行機にまつ
わる知識を深めていただける「スカイミュージアムツアー」もご用意
しています。この夏休みはぜひ関西国際空港へお越しください。

わくわく関空見学プラン

〈問合先〉関空展望ホール「Sky�View」�☎072（455）2082�
詳しくは、ホームページをご覧ください。http://www.kansai-airport.or.jp/

〜広告掲載のお問い合わせは、高石商工会議所　☎（264）1888まで〜

こ
ど
も
囲
碁�

�
普
及
講
習
会
＆
祭
り

▼
こ
ど
も
囲
碁
普
及
講
習
会

日
程　

8
月
4
日
・
7
日
・
9

日
・
14
日
・
16
日
・
21
日
、
い
ず

れ
も
午
前
9
時
30
分
〜
11
時

参
加
費　
１
０
０
円

▼
こ
ど
も
囲
碁
祭
り

日
時　
8
月
23
日
（
水
）
午
前
9

時
30
分
〜
午
後
3
時

場
所　
東
羽
衣
公
民
館

参
加
費　
３
０
０
円（
参
加
賞
有
）

申
込
・
問
合
先　
午
後
１
時
〜
５

時
ま
で
の
間
に
高
石
囲
碁
ク
ラ
ブ

の
方
山
さ
ん
☎（
268
）７
７
３
５

（
水
・
木
除
く
）
ま
た
は
午
後
６

時
〜
９
時
の
間
に
実
行
委
員
会
の

吉
田
さ
ん
☎（
264
）６
４
５
８
へ
電

話
申
込

府
立
南
大
阪
高
等
職
業
技
術
専

門
校
見
学
会
及
び
生
徒
募
集

■
見
学
会

日
時　
7
月
6
日
・
24
日
、
9
月

6
日
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分

〜
（
予
約
不
要
）

場
所　
府
立
南
大
阪
高
等
職
業
技

術
専
門
校
［
和
泉
市
テ
ク
ノ
ス
テ

ー
ジ
２
‐
３
‐
５
］

参
加
費　
無
料

■
生
徒
募
集
（
空
調
設
備
科
）

受
講
期
間　
10
月
11
日
か
ら
１
年

間対
象　
18
歳
以
上
の
方

募
集　
30
人

受
付
期
間　
7
月
27
日
ま
で

選
考
試
験　
8
月
25
日
（
金
）

　
詳
し
く
は
、
府
立
南
大
阪
高
等

職
業
技
術
専
門
校
☎
０
７
２
５

（
５
３
）３
０
０
５
へ
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

［http://w
w
w
.pref.osaka.

jp/tc-m
iosaka/

］
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

簿
記
教
室
の
ご
案
内

　
初
め
て
簿
記
を
学
ぶ
方
の
教
室

で
す
。

日
時　

9
月
4
日
・
６
日
・
８

日
・
11
日
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

場
所　
泉
大
津
納
税
協
会
２
階

対
象　
個
人
事
業
者
（
事
業
専
従

者
を
含
む
）

募
集　
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
納
税
協
会
会
員
は
無
料

（
非
会
員
は
４
０
０
０
円
）

申
込
・
問
合
先　
８
月
１
日
〜
25

日
に
参
加
費
を
持
っ
て
泉
大
津
納

税
協
会
☎
０
７
２
５（
21
）６
２
６

２

解　説
なんでも高石学入門

正解　③ 大正11年

　現在は、高師浜の名残として、高石漁港の
北側にわずかに砂浜が残されているだけで
すが、臨海部の埋立てまでは、高石の海岸に
はきれいな砂浜が連なっていました。この砂
浜に海水浴場を設置することを目的として、
大正11年９月９日に高石町議会で海岸官有
地借地願の議案が可決されました。これによ
り、高石では、芦田川以北の浜寺公園内に海
水浴場が設置されることになりました。往
時、この海水浴場は１日10万人もの海水浴客
で賑わうほどでしたが、時代の要請で、臨海
工業地帯の造成が進められ、昭和36年に海水
浴場は閉鎖されることとなりました。
(参考文献）『高石市史』第１巻・第４巻

お
知
ら
せ

相
談
窓
口

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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■
自
衛
官

試
験
日　
募
集
に
よ
っ
て
異
な
る

た
め
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集　
航
空
学
生
、
一
般
曹
候
補

生
、
自
衛
官
候
補
生

受
付　

７
月
１
日
〜
９
月
８
日

（
自
衛
官
候
補
生
は
随
時
）

問
合
先　
自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力

本
部
岸
和
田
地
域
事
務
所
☎
０
７

２（
４
２
６
）０
９
０
２

※
各
種
募
集
・
試
験
案
内
に
関
し

て
、
詳
し
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
募

集
要
項
等
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

各
問
合
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

商
工
会
議
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

日
時　
7
月
21
日
（
金
）
午
後
6

時
〜
8
時

募
集　
3
人
（
先
着
順
）

申
込　
当
日
の
午
前
9
時
30
分
か

ら
電
話
申
込

■
金
融
移
動
相
談

日
時　
7
月
21
日
（
金
）
午
前
10

時
〜
午
後
１
時

申
込　
18
日
ま
で
に
電
話
予
約

※
い
ず
れ
も
場
所
、
申
し
込
み
、

問
い
合
わ
せ
は
高
石
商
工
会
議
所

☎（
264
）１
８
８
８

高
石
市
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
門
の
就
労
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
相
談
に
応
じ
、
相
談
者
の
状

況
に
応
じ
て
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
し
ま
す
。

相
談
日　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
は

除
く
）

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30

分場
所　
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市

役
所
別
館
経
済
課
内
）　

予
約
・
問
合
先　
高
石
市
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー
☎（
275
）６
１
６
４
へ

電
話
予
約

あ
お
ぞ
ら
児
童
会
指
導
員
の

登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
日　
月
〜
土
曜
日
の
う
ち
４

日
程
度
（
シ
フ
ト
制
）

勤
務
時
間　
▽
月
〜
金
曜
日
：
午

後
１
時
〜
７
時
、
▽
土
曜
日
：
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時
、
夏
休

み
等
：
午
前
８
時
〜
午
後
７
時

勤
務
場
所　
市
立
小
学
校
の
各
あ

お
ぞ
ら
児
童
会

勤
務
内
容　

児
童
の
集
団
保
育

（
宿
題
・
外
遊
び
等
）

給
与　
時
間
給
１
１
０
０
円
程
度

（
教
員
免
許
や
保
育
士
資
格
を
お

持
ち
の
方
は
時
間
給
１
２
０
０
円

程
度
）

申
込
・
問
合
先　

市
販
の
履
歴

書
、
お
持
ち
の
方
は
教
員
免
許
や

保
育
士
資
格
の
写
し
を
こ
ど
も
家

庭
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
［
５
９

２
‐
８
５
８
５　

住
所
記
載
不

要
］
☎（
275
）６
４
３
８

７
月
か
ら
気
象
警
報
が
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
！

①
５
日
先
ま
で
の
大
雨
警
報
等
の

発
表
の
可
能
性
を
［
高
］［
中
］
の

２
段
階
で
提
供
。
②
警
報
・
注
意

報
の
発
表
時
に
最
大
24
時
間
先
ま

で
の
危
険
度
の
予
想
を
色
分
け
し

て
提
供
。
③
こ
れ
ま
で
大
雨
・
洪

〜広告掲載のお問い合わせは、高石商工会議所　☎（264）1888まで〜

水
警
報
等
の
発
表
基
準
に
用
い
て

き
た
雨
量
に
代
え
て
、
災
害
発
生

と
の
結
び
つ
き
が
強
い
「
指
数

（
土
壌
雨
量
指
数
、
表
面
雨
量
指

数
、流
域
雨
量
指
数
）」を
使
用
。

④
大
雨
・
洪
水
警
報
の
発
表
時
に
、

ど
こ
で
実
際
に
危
険
度
が
高
ま
っ

て
い
る
の
か
を
地
図
上
に
色
分
け

表
示
。

問
合
先　
大
阪
管
区
気
象
台
☎
０

６（
６
９
４
９
）６
３
１
３

各
種
募
集
・
試
験
案
内

■
堺
市
消
防
職
員

試
験
日　
９
月
24
日
（
日
）

募
集　
消
防
吏
員
A
、
消
防
吏
員

B
（
航
海
・
機
関
）

受
付　
8
月
14
日
午
前
９
時
か
ら

9
月
１
日
午
後
５
時
ま
で
に
堺
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム
に
て
申
込

問
合
先　
堺
市
消
防
局
人
事
課
☎

（
238
）６
０
０
４

■
大
阪
府
警
察
官

試
験
日　
9
月
18
日
（
祝
）

募
集　
巡
査

受
付　
電
子
申
請
：
7
月
1
日
〜

８
月
２
日
、
用
紙
申
込
：
7
月
１

日
〜
７
月
26
日

問
合
先　
高
石
警
察
署
総
務
課
☎

（
265
）１
２
３
４

環境基準値

日0

21　　

0

0

0

0

日

日

時間

時間

時間

月平均値物　質

二酸化窒素

二酸化硫黄

基準値を超えた
時間数及び日数

光化学オキシダント（昼間）

浮遊粒子状物質

日平均値が
0.06ppm 以下 ppm

0.040

0.022　

0.019

ppm

0.007ppm

mg/ ㎥

１時間値が
0.06ppm 以下

１時間値が
0.10ppm 以下

１時間値が
0.20mg/ ㎥以下
日平均値が
0.10mg/ ㎥以下

日平均値が
0.04ppm 以下

大
気
汚
染
状
況
（
平
成
29
年
4
月
）
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16：00～20：30
8 6月 日
16：00～20：30

～ 内 容 ～
わくわくバザール、まちづくり PR、フリーマー
ケット、だんじり鳴りモンライブ、地元自治会
ゲームゾーン　他
※フリーマーケットの申込は、７月７日から受付

高 石 楽 市 楽 座高 石 楽 市 楽 座高 石 楽 市 楽 座

まつり羽衣七夕まつり羽衣七夕まつり羽衣七夕
8 6月 日日

問合先　高石商工会議所 ☎（264）1888問合先　高石商工会議所 ☎（264）1888

in羽衣駅周辺

7/15（土）│ 小ホール

Saturday jazz vol.137「ラテン特集」
出  中野ひろし＆スゥイングガイズオーケストラ
└  19：00（開場／18：30）
￥  一般1000円、Aメイト900円

7/27・28│ 会議室2

０からはじめる将棋講習会
出  阪口悟5段（公益社団法人日本将棋連盟）
└  27日/10：10〜11：40　28日/13：10〜14：40
募  小学生以上で2日間とも参加できる方8人
￥  3000円（将棋盤と駒プレゼント）

7/29（土）│ 大ホール

映画鑑賞会「シンプルシモン」（字幕・日本語吹替）
（86分/2010年/スウェーデン）
出  ビル・スカルスガルド、セシリア・フォッシュ、マッティン・ヴァ
　  ルストレム　ほか
└  ①10：00　②14：00（講演会+上映）　③18：00
※②で実施する講演会は、高石市医師会が主催する発達障害
　について理解を深めるための講演会です。
￥  一般1000円、Aメイト招待

7/30（日）│大ホール

島唄Live
出  ゆがふバンド、そのひぐらし、エイサー隊やぁにんじゅ太鼓
　  ＊OHANA＊
└  14：00（開場／13：30）
￥  一般1500円、Aメイト1200円

A P P L A 　 た か い し

アプラホール☎（267）0018 （第2・第4火曜日休館）
綾園1-9-1（アプラたかいし3階）
●詳しくはお問い合わせください。

EVENT 
GUIDE

●● 桜花昇ぼると朝香櫻子・緋波亜紀　　　　　　　
　      チャリティコンサート2017 in Takaishi 

10/28（土）
場　所／小ホール（全席指定）
時　間／①12：00　②15：00　③18：00
出　演／桜花昇ぼる、朝香櫻子、緋波亜紀、大咲せり花、妃那マリカ、
　　　　松岳一輝バンド、蝶二（ゲスト）
料　金／SS席：一律6300円、S席：一般5300円・Aメイト5000円
　　　　A席：一般4000円・Aメイト3900円

●● アプラ将棋大会 

8/13（日）
時　間／11：00（10：00〜受付）
場　所／大ホール
対　象／将棋のルールがわかる方
定　員／一般の部（中学生以上）36人　小学生以下の部60人
参加費／500円
審判・指導／阪口悟5段（公益社団法人日本将棋連盟）

●● 大人のためのプレミアムライブ  
　　APPLA music time vol.1「紙ふうせん」 

9/23（土）
時　間／14：00（13：30開場）
場　所／小ホール（全席指定）
出　演／後藤悦次郎・平山泰代（紙ふうせん）、杉田淳二（ギター）
　　　　今出哲司（ピアノ）
料　金／A席：一般3000円・Aメイト2700円
　　　　B席：一般2700円・Aメイト2500円
発売日／一般　7/10、Aメイト　7/3
※発売日初日は両日とも9：30（電話予約は12：00）からです。

●● 夏休み「まんがの描き方チャレンジ」教室 

【初心者】

8/21（月）
時　間／10：00〜16：00
内　容／見本を描き写す・色塗り・オリジナルキャラの創作
参加費／1000円
【経験者】

8/23（水）
時　間／10：00〜16：00
対　象／小学３年生以上
内　容／オリジナルキャラの創作・4コマまんがの作成
参加費／1500円

場　所／ギャラリー
募　集／いずれも20人（小学3年生以下は保護者同伴）
講　師／香成かおり（まんが「なかよし」で活躍した漫画家）

子育てウェルカムステーションHUGOOD  TAKAISHI
☎（267）3115 （第 2・第 4火曜日休館）

HUGOOD monthly event

日 時 イベント 募 集
7/14 11：15～11：35

11：15～11：35

11：15～11：35

※「運動音楽遊び」「カンテン粘土」は親子で1時間500円の入場料が必要です。

先着 15 人

先着 15 人

先着 15 人

7/20 誕生会

カンテン粘土7/26

運動音楽遊び
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図書館
T O P I C S

今月の特別展示

○視覚障がい者の方には、前もってご連絡をいただければ対面朗読サービスを行います。

 
今年もこの季節がやって
きました。夏本番を迎え
て、この夏を特別にする
“ひと夏の経験を今年こ
そは！”という方にオスス
メです。図書館で大人の
夏の過ごし方いろいろさ
ぐってみませんか。

 
まちにまった夏休み！
海でおよいだり、貝がら
を見つけたり。
山にのぼったり、キャン
プファイヤーをしたり。
今日はどんな思いでをつ
くろうかな。

開館時間
9：30 ～ 20：00

（第2・第4火曜日休館）
本館  ☎072（263）3100
分館  ☎072（273）3160

今月の新着本

一般書 378冊
児童書 307冊

おはなし会とあそび
幼児から小学生向け

おはなし会
日毎週土曜日　14：30～15：00　
絵本の読み聞かせ・紙芝居・絵本の紹介など
※毎月第1土曜日は折り紙

さくらんぼの会
日毎月第1金曜日　15：00～16：00
絵本の読み聞かせ・紙芝居など

赤ちゃんから小学校入学前の幼児向け

グーチョキパーひろば
【あそびの日】
日毎月第1木曜日　10：00～11：30
簡単工作やママへの遊び方レクチャー・絵本の読み聞かせ
【つどいの日】
日毎月第2木曜日　10：00～11：30
子どもの手作りおもちゃ遊び・ママの友達作り・子ども
が選んだ絵本の読み聞かせ
おひさまおはなし会
日毎月第3木曜日　10：30～11：30
絵本の読み聞かせ・紙芝居・手遊び・絵本の紹介など
ほっとスペース
日毎月第3金曜日　10：00～12：00
絵本の読み聞かせ・良質な絵本や育児情報の提供など

★場所／いずれも本館視聴覚室

太陽の季節 海と山で遊ぼう

夏のイベント盛りだくさん！  
夏休みは図書館へ
●イベント情報
7月26日　14：00〜　3回連続講座“人形劇①”
  　27日　15：00〜　“おはなし会”（分館）
8月  2日　14：00〜　3回連続講座“人形劇②”
  　 4日　14：00〜　“声の魔法で「できる」を
　　　　　　　　　　　体験しよう！”
  　  5日　14：00〜　3回連続講座“人形劇③”
  　  6日　14：00〜　調べる学習講座
  　  9日　14：00〜　“絵本をつくろう”
  　 11日　14：00〜　“読書感想文の書き方①”
 　12日　10：00〜　“読書感想文の書き方②”
　  20日　14：00〜　“夏休み工作教室”
詳しくは、図書館ホームページをご覧ください。
スマートフォン・カメラ付き携帯電話用QRコード▼
［URL： http://www.d-library.
　　　　jp/takaishi/］
  

高石かるた大会高石かるた大会
対象　16組（小学生２人と大人１人を一
組とする。）
参加費　無料
申込・問合先　往復ハガキに大人の氏名・
住所・電話番号、小学生２人の氏名・学
年を記入し、７月 31日までに「高石か
るた製作委員会」（高石商工会議所内）☎
（264）1888へ。

9月９日9月９日
午後1時 30分～午後 1時 30分～

土
Sat.

アプラたかいし（ギャラリー）アプラたかいし（ギャラリー）
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あの頃の切れ味をもう一度
包丁研ぎ講座
【6月15日・取石公民館】
伝統工芸士の野村さんを招き、包丁研ぎの講座が開かれまし
た。「研ぐ時の角度は 10 度〜 15 度、10 円玉 2 枚程度の傾
きで。」など、今まで知らなかったコツをたくさん学ぶことが
でき、参加者の方は持参した包丁を熱心に研いでいました。

正しい知識と認識を持つために
命の学習
【6月9日・高南中学校体育館】
高南中学校３年生に向けて、助産師として働く岡地さんによる
「命の学習」が行われました。妊娠・出産の仕組みや、性感
染症などの性に潜む危険を説明。生徒たちは今回の学習を通
して、命の大切さを感じることができたようです。

TAKAISHI　フォトニュース  　 

市 民 音 楽 団

ピンポンキング たかい、たかい、グランプリ

ボーネルンド“アクアプレイ”

第７回堺泉北港スモールドラゴンボート大会

大阪の夏！１番早い打ち上げ花火！
高石シーサイドフェスティバル 2017 ＆第 7回堺泉北港スモールドラゴンボート大会
【6月18日・浜寺公園・府立漕艇センター】
午前 8 時から第 7 回堺泉北港スモールドラゴンボート大会が開会され、浜寺運河の直線コースでは白熱したレースが繰り広げら
れました。そして午後 4 時からは高石シーサイドフェスティバル2017 がスタート！市民音楽団による演奏で幕を明け、今回のテー
マである“ 子どもたちの夢をかなえる高石 ” に沿って “ たかい、たかい、グランプリ ” が実施されました。ご当地芸人ショーでは、
ピンポンキングのもときくんが同級生からの声援を受けながら光る才能を発揮し会場を盛り上げました！クライマックスを飾る打
ち上げ花火では、スタートから連発の花火が上がり、約 25 分にわたって初夏の夜空を彩り、集まった人たちを魅了しました。
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防災シンポジウム

防災シンポジウム

【コーディネーター】
高石市防災危機管理アドバイザー　神奈川大学教授
幸田 雅治 氏

【パネリスト】
経済産業省商務流通保安グループ参事官補佐（政策企画委員）
浅野 大介 氏
熊本県大津町教育委員会教育部子育て支援課長
西岡 多津朗 氏
高石市長
阪口 伸六

【主催】高石市／高石防災協会／高石市自主防災組織連絡協議会

２．パネルディスカッション
「必要な物資を避難者にいち早く届ける方法」　

1．基調講演
「救援物資集配送の課題」～熊本地震の経験～　

～あらためて考えよう、必要な物資のこと～
熊本地震に学ぶ２

熊本地震の際に支援物資の受付を担当された
熊本県大津町職員の西岡多津朗氏を招き、当時
熊本に送られてきた支援物資がどのような状況
であったか、そして次に備えて取り組むべきこと
は何か、実体験を基に講演していただきます。

熊本県大津町教育委員会教育部子育て支援課長
西岡 多津朗 氏

防災シンポジウム




